
い
ま
、
社
会
保
険
の
職
場
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
、

絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。

２
０
１
０
年
１
月
１
日
、
社
保
庁
解
体
と
同
時
に
設

立
さ
れ
る
日
本
年
金
機
構
の
不
採
用
労
働
者
に
対
し
て
、

退
職
勧
奨
や
「
就
職
あ
っ
せ
ん
」
、
「
年
金
機
構
へ
の
非

か
ん
し
ょ
う

常
勤
職
員
と
し
て
の
採
用
」
で
屈
服
を
迫
り
、
追
い
立

て
る
よ
う
に
し
て
長
年
働
い
て
き
た
職
場
を
去
ら
せ
よ

う
と
し
て
い
る
の
で

す
。10

月
８
～
９
日
の

連
合
大
会
で
は
、
古

賀
新
会
長
が
年
金
機

構
設
立
委
員
と
し
て
、

社
保
１
千
名
首
切
り

賛
成
で
動
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

来
る

11
月

29
日
に
は
、
不
採
用
者
を
切
り
捨
て
て

日
本
年
金
機
構
の
新
労
組
が
結
成
さ
れ
、
来
年
２
月
下

旬
に
は
、
現
行
の
全
国
社
保
労
組
が
解
散
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
解
雇
撤
回
を
闘
う
不
採
用
者
は
、
組
合

員
籍
を
奪
わ
れ
、
ど
こ
に
も
居
場
所
が
な
く
な
る
の
で

す
。
「
国
鉄
１
０
４
７
名
闘
争
の
よ
う
に
な
っ
た
ら
大

変
だ
」
だ
と
。
一
体
こ
れ
が
労
働
組
合
の
す
る
こ
と
か
。

厚
労
省
・
社
保
庁
当
局
と
連
合
自
治
労
・
社
保
労
組

本
部
が
一
体
と
な
っ
て
、
労
働
者
の
首
を
切
り
、
闘
争

圧
殺
に
動
く
こ
と
な
ど
断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い
。
労
働

者
と
し
て
の
怒
り
を
、
と
こ
と
ん
爆
発
さ
せ
よ
う
！

「
採
用
」
と
さ
れ
た
労
働
者
も
、

分
限
解
雇
の
脅
し
の
も
と
で
、

文
句
も
言
え
な
い
ま
ま
、
す
さ

ま
じ
い
労
働
強
化
と
残
業
を
強

制
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
改
革
に
積
極
的
で
な
い
こ
と

が
分
か
っ
た
ら
、
不
採
用
と
す

る
」
、
「
分
限
が
い
や
な
ら
も
っ

と
働
け
」
、
「
過
去
の
違
法
行
為

を
正
直
に
申
告
し
、
同
僚
の
違

法
行
為
も
密
告
し
ろ
」
。

ど
こ
ま
で
、
労
働
者
の
誇
り

を
踏
み
に
じ
る
の
か
。

極
限
的
人
減
ら
し
と
過
重
労

働
、
職
場
に
訪
れ
る
住
民
の
対
応
と
当
局
の
非
人
間
的

圧
力
の
板
挟
み
で
、
多
く
の
仲
間
が
病
気
や
自
殺
に
追

い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
社
会
保
険
事
務
所
だ

け
で
は
な
い
、
多
く
の
職
場
で
、
病
気
や
事
故
の
頻
発

ひ
ん
ぱ
つ

と
し
て
、
全
労
働
者
が
経
験
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

も
う
が
ま
ん
な
ら
な
い
！

と
声
を
上
げ
よ
う
。

年
金
制
度
の
破
た
ん
や
、
国
と
地
方
の
借
金
が
１
千

百
兆
円
に
達
し
た
財
政
赤
字
は
、
資
本
主
義
が
も
は
や

立
ち
行
か
な
く
な
っ
た
と
い
う
問
題
で
す
。
断
じ
て
、

労
働
者
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
道
州
制
と
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
を
掲
げ
る
鳩
山
政

権
が
進
め
る
の
は
、
自
公
政
権
以
上
の
民
営
化
・
首
切

り
、
人
件
費
削
減
と
大
増
税
、
社
会
保
障
の
切
り
捨
て
、

そ
し
て
戦
争
で
す
。
社
保
庁
解
体
は
そ
の
始
ま
り
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
私
た
ち
労
働
者
は
ど
う
す
る
の
か
。

す
べ
て
は
、
労
働
組
合
の
問
題
で
す
。
御
用
組
合
指
導

部
を
ぶ
っ
飛
ば
し
、
労
働
組
合
を
現
場
労
働
者
の
手
に

取
り
戻
そ
う
。
団
結
固
め
、
解
雇
絶
対
反
対
で
闘
お
う
！

２００９年

１１月２４日
発行

「
自
主
退
職
」
「
就
職
あ
っ
せ
ん
」
「
非
常

勤
採
用
」
で
屈
服
迫
り
、
闘
争
潰
し
に
動
く

つ
ぶ

厚
労
省
と
労
組
幹
部
は
許
さ
れ
な
い
！

団
結
破
壊
ぶ
っ
飛
ば
し
、
首
切
り
絶
対
反
対
で
闘
お
う
！

自
治
体
職
場
・
社
会
保
険
職
場
で
働
く
す
べ
て
の

み
な
さ
ん
！

年
末
の
社
会
保
険
庁
解
体
＝
分
割
・
民
営
化
に
よ

る
社
保
労
働
者
１
千
名
の
分
限
解
雇
、
非
正
規
雇
用

１
万
名
の
雇
い
止
め
・
選
別
再
雇
用
が
迫
っ
て
い
ま

す
。
歴
代
政
府
の
失
政
の
責
任
を
取
ら
さ
れ
、
大
資

本
救
済
と
ひ
き
か
え
に
首
を
切
ら
れ
て
た
ま
る
か
！

な
に
が
「
解
雇
さ
れ
た
く
な
か
っ
た
ら
も
っ
と
働
け
」

「
非
常
勤
だ
っ
た
ら
雇
っ
て
や
る
」
だ
!!

社
保
の
次
は
、
道
州
制
で
公
務
員
３
６
０
万
人
首

切
り
で
す
。
正
規
職
も
非
正
規
職
も
、
解
雇
絶
対
反

対
の
声
を
上
げ
よ
う
！

職
場
か
ら
闘
い
を
起
こ
そ
う
！

「
分
限
が
い
や
な
ら
も
っ
と
働
け
」
「
過
去

の
違
法
行
為
を
正
直
に
告
白
し
、
仲
間
を
売

・

・

れ
」
ど
こ
ま
で
労
働
者
を
踏
み
に
じ
る
の
か

＊私たち労組交流センターは、職場の怒りと団結を基礎に、闘う労働組合の再生を呼びかけています。ビラを読んだご意見やご感想、職場に関する情報をお寄せください。

（上）国鉄１０４７名先頭に解

雇撤回の大闘争を！ １１・１

日比谷に全国・全世界から

５８５０名が結集し戦闘宣言

（左）社保１千名不採用者の

一人として、解雇絶対反対

の決意表明する全国社保労

組広島・福山分会平口さん

年
金
破
た
ん
、
財
政
赤
字
は
労
働
者
の
責
任

じ
ゃ
な
い
。
国
と
資
本
主
義
の
問
題
だ
。
全

職
場
で
労
働
者
の
闘
い
巻
き
起
こ
そ
う
！



大
恐
慌
下
で
成
立
し
た
小
沢
・
鳩
山
政

権
は
、
連
合
と
与
党
・
社
民
党
や
「
健
全

野
党
」
の
共
産
党
が
先
頭
に
立
ち
、
労
働

者
の
闘
い
を
叩
き
つ
ぶ
し
て
進
む
自
公
政

権
以
上
の
首
切
り
・
戦
争
内
閣
で
す
。

マ
ス
コ
ミ
を
総
動
員
し
て
く
り
広
げ
ら

れ
る
「
事
業
仕
分
け
」
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア

独
裁
の
暴
力
性
と
ペ
テ
ン
性
に
み
ち
た
代

物
で
す
。
財
務
省
が
仕
切
り
、
橋
本
行
革

以
来
、
新
自
由
主
義
を
率
先
し
て
推
し
進

め
て
き
た
加
藤
秀
樹
事
務
局
長
が
演
出
す

る
公
開
つ
る
し
上
げ
は
、
事
業
選
定
段
階

で
、
す
で
に
原
子
力
・
も
ん
じ
ゅ
再
開
や

財
界
・
首
長
の
意
を
く
ん
だ
大
型
公
共
事

業
は
聖
域
化
し
た
う
え
で
、
「
社
会
保
障

に
も
大
ナ
タ
」
を
ふ
る
い
、
民
営
化
・
公

務
員
首
切
り
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
鳩
山
政
権
下
で
進
む
新
自
由

主
義
を
、
８
・
30
総
選
挙
で
自
民
党
支
配

を
終
わ
ら
せ
た
労
働
者
が
い
つ
ま
で
も
黙
っ

て
い
る
と
思
っ
た
ら
大
間
違
い
で
す
。

祖
父
で
あ
る
戦
犯
・
鳩
山
一
郎
の
「
大

東
亜
共
栄
圏
」
と
う
り
二
つ
の
「
東
ア
ジ

ア
共
同
体
構
想
」
と
「
道
州
制
」
に
よ
る

「
友
愛
革
命
」
を
掲
げ
る
鳩
山
政
権
は
、

米
オ
バ
マ
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
大
恐

慌
・
大
失
業
に
行
き
着
い
た
資
本
主
義
の

危
機
を
、
労
働
者
に
対
す
る
階
級
戦
争
と

侵
略
戦
争
を
も
っ
て
の
り
き
ろ
う
と
す
る
、

も
は
や
後
の
な
い
政
権
で
す
。

労
働
者
の
団
結
し
た
闘
い
、
労
働
組
合

の
闘
い
だ
け
が
、
こ
れ
を
打
ち
破
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

こ
の
重
大
事
に
、
連
合
・
自
治
労
・
社

保
労
組
本
部
は
、
自
ら
民
営
化
と
首
切
り

に
協
力
す
る
道
を
選
ん
だ
の
で
す
。

か
つ
て
、
国
鉄
分
割
民
営
化
に
あ
た
っ

て
、
動
労
本
部
（
現
Ｊ
Ｒ
総
連
）
カ
ク
マ

ル
は
、
国
鉄
労
働
者

20
万
人
首
切
り
と
労

組
破
壊
に
協
力
し
、
２
０
０
人
の
労
働
者

を
自
殺
に
追
い
込
み
ま
し
た
。

そ
の
同
じ
道
を
、
政
権
与
党
と
な
っ
た

自
治
労
本
部
が
選
択
し
、
労
働
者
首
切
り

と
「
現
業
活
性
化
」
「
働
こ
う
」
運
動
の

先
頭
に
立
っ
て
い
る
の
で
す
。
「
お
国
の

た
め
に
労
働
者
は
死
ぬ
ま
で
尽
く
せ
」
。

こ
ん
な
大
恐
慌
下
の
産
業
報
国
会
運
動
な

ど
、
断
じ
て
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

社
保
の
労
働
者
は
、
全
国
で
立
ち
あ
が

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
仲
間
の
決
起
に
続
こ

う
。
解
雇
攻
撃
に
立
ち
向
か
う
全
労
働
者

の
力
で
、
国
鉄
１
０
４
７
名
闘
争
を
爆
発

さ
せ
よ
う
。
検
修
業
務
全
面
外
注
化
・
労

組
破
壊
と
闘
う
動
労
千
葉
と
と
も
に
、
首

切
り
絶
対
反
対
！

民
営
化
阻
止
！

職
場

の
怒
り
で
、
団
結
を
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
。

国
鉄
１
０
４
７
名
先
頭
に
、
解
雇
撤
回
！

派
遣
法
・
非
正
規
雇
用
撤

廃
！

生
き
さ
せ
ろ
！

全
面
外
注
化
＝
労
組
破
壊
粉
砕
の
10
春
闘
へ

国労５・２７臨大闘争弾圧粉砕！

国鉄１０４７名解雇撤回！

有罪攻撃を許さない！

●１１月２７日(金)１８時開場
文京区民センター３階大ホール

（地下鉄春日駅すぐ、ＪＲ水道橋駅７分)

●主催

国労５・２７臨大闘争弾圧被告団

「
事
業
仕
分
け
」
は
、
首
切
り

と
社
会
保
障
解
体
の
大
攻
撃
だ

国
鉄
分
割
民
営
化
協
力
の
動
労
カ

ク
マ
ル
に
続
く
本
部
執
行
部
に
よ

る
組
合
員
売
り
渡
し
弾
劾
！

私は、北海道闘争団の成田で

す。１９８７年国鉄分割民営化

で不当解雇されまして、この汚

名を晴らすために、２３年間闘っ

てきました。

私が一番言いたいことは、解

雇されたことについては、解雇

撤回しかないということです。

解雇されたおかげで、進学も

就職もできないとあきらめた子

どもたちもいました。国鉄労働

者が悪いと言われました。

決して、われわれが借金を作っ

たわけではありません。一本の

レール、新幹線を引っ張るため

に政治が動き、政治家が悪さを

したのです。その借金を全部、

国鉄労働者に向けられてしまっ

た。こういう形が分割・民営化

だったと思います。国鉄労働者

に向かって、働かない、サボっ

ていると悪者にしたのです。

政治家が作ったことを、なん

でわれわれ労働者が責任を取ら

なくてはいけないのか。国鉄労

働者は、北海道・稚内から南は

九州まで、２４時間、３６５日

働いて、鉄路を守ってきたので

す。中曽根は「御座敷をきれい

にして改憲をする。闘う労働組

合は許せない｣と分割・民営化

をやったのです。正しいことを

やっている労働者を悪者にした。

私は、このことを絶対に許せま

せん。

今、国鉄労働者は、採用され

た者と採用されなかった者がい

ます。しかし、みんな同じです。

生かさず、殺さず、隔離職場ま

で作ったのです。それに負けて、

国鉄労働者が資本になびいてし

まったら、向こうの思うつぼで

す。…

ＪＲに向かって、解雇を撤回

しろと要求することによって解

雇撤回はかちとれる。ＪＲや政

府を攻めてこそ、解雇撤回でき

ると思っています。

今、すべての労働者が、正規

も非正規も解雇され、学生も競

争させられ学問の自由を奪われ

ています。国鉄分割・民営化が

全社会化しているのです。だか

らこそ、解雇撤回されたから解

雇撤回しろ。国鉄分割・民営化

が全社会化になっている状態に

歯止めをかけられる。このこと

は声を大にして言いたい。…

労働者が主人公の社会を自ら

作ろうということです。皆さん、

ともに１０４７名解雇撤回まで、

団結して闘いましょう。

＜国鉄１０４７名解雇撤回へ 特別報告＞

解雇されたのだから解雇撤回しかない

国労北海道闘争団・鉄建公団訴訟原告団
成田昭雄さんの１１・１集会での発言

労
働
組
合
よ
み
が
え
ら
せ
、
大
量

首
切
り
と
賃
下
げ
、
戦
争
に
突
き

進
む
資
本
主
義
を
終
わ
ら
せ
よ
う

社
保
の
仲
間
の
決
起
に
こ
た
え
、

解
雇
撤
回
！

民
営
化
阻
止
！

(左)沖縄の怒りがオバマ・鳩山を直撃。１１・８沖縄２万１千名結集の県民大会(右)１１・７民主労総ソウル本部とともに闘う動労千葉、三里塚空港反対同盟


